
○○○   えええほほほんんんのののへへへややや         （（（毎毎毎月月月第第第１１１・・・２２２金金金曜曜曜日日日））） １１月 １０日      １０：３０～  
     絵本の読み聞かせ （０歳から）、手あそび       会場：おはなしのへや 
○○○   おおおはははなななしししじじじゅゅゅうううたたたんんん   （（（毎毎毎月月月第第第２２２・・・４４４土土土曜曜曜日日日））） １１月 １１日・２５日  １５：００～ 

     絵本の読み聞かせ （幼児から）、手作り遊びなど    会場：おはなしのへや 
     
＊よみきかせひまわり おはなし会＊ （毎週水曜日） １５：００～ 会場：おはなしのへや 

    楽しい趣向いっぱいのボランティアよみきかせ会ひまわりさんによるおはなし会です。 
★「どどどんんんななな絵絵絵本本本ををを読読読んんんだだだらららいいいいいいのののかかかナナナ・・・・・・・・・」」」ととといいいううう方方方のののたたためめめににに ★     

「 ホンの話 」（毎月第３金曜日） １１月 １７日  １０：３０～（希望者には託児あり）

会場：地下会議室Ａ 

  

 
 
    

    ～ 第５回 「 藩領と庶民の暮らし」 ～ 

江戸時代の庶民の活き活きした暮らしぶりを、わかりやすくお話ししていただきます。 

        講師： 森下 晴美さん （小笠高校教諭） 

          日時：１２月１０日   （日） 

            ９：３０～１１：３０ 

         会場：中央図書館 地下会議室Ｂ 

     ※ 只今受付中です。 お申し込み・お問い合わせは中央図書館までどうぞ。 

 

 

                                                                         「「「   思思思いいい出出出ををを取取取りりり出出出すすす   」」」   

                      

  

                          

 

 
私たちレファレンス係の仕事の結実のありようは大人が対象の場合は「さがしていたのはこれだ」という

ような言葉とともに直接伝わる。しかし幼い人たちが「この前選んでくれた絵本は、じつにおもしろかった

よ」ということはまずないし、それが自然で何の不思議もない。ところが、ああこんな風に実を結ぶことも

あるんだと思わせる出来事があった。 
 児童のカウンターの近くでお母さんと男の子が何やらヒソヒソ「何か？」と尋ねてみると「あそこの本・・」

と指さす方を見ると職員が出入りする暗がり。お母さんによると「前にそっちの方から本を持ってきてもら

ったそうです」とのこと。そういえば地下の保存書庫から「サイ」の本を探し出してきたことがあった。そ

の子にとって「インドサイ」は特別な関係にあるらしいことが、おもしろく印象に残っていた。 
もうひとつは、もうすぐパパとママになるらしいカップルの男性が「なんじゃもんじゃ博士があります

か」（長新太：作）と尋ねられる。保存書庫にある古い絵本のことだった。懐かしそうに子ども時代に思い

を馳せている二人。幼い人がいろんな旅をして、言葉をつかまえここに戻ってきてくれたんだと、暖かい気

持ちにさせられるレファレンス係でした。 
 
 
 
 
 
 
                                                  

 
  
 
     
 
 

                                                                                            

 

                                                   


